
 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度 

第８回阿波市教育委員会定例会会議録 
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平成２４年度第８回阿波市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日 時  平成２５年１月３１日（木） 

   開会 午後２時００分 

   閉会 午後３時４０分 

 

２ 場 所  吉野支所 ２階会議室 

   

３ 出席委員 

        委 員 長   大 塚   清 

        委員長職務代理者   安 田 佳 子 

        委      員   大 村 勝 子 

        委 員   重 清 由 充 

        委 員   大戸井 美 生 

        委員（教育長）   板 野   正 

 

４ 会議出席者 

        教 育 次 長   新 居 正 和 

        教 育 次 長   藤 本 功 男 

        教 育 総 務 課 長   妹 尾   明 

        学 校 教 育 課 長   増 田 忠 正 

    （書記）教育総務課長補佐    上 田 美智代 

 

５ 付議事項 

（１）  前回会議録の承認について 

（２）  教育長の報告について 

（３）  準要保護の認定について 

（４）  公文書公開請求について 

（５）  その他について 
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会議の大要は、次のとおり。 

【大塚委員長】定例会を開会する旨を告げる。 

 

 

（１）前回会議録の承認について 

【大塚委員長】事務局に説明を求める。 

【新居教育次長】第７回定例会の会議録について説明する。（以下、会議録を説明） 

〈質 疑〉 

     なし 

【大塚委員長】「前回会議録の承認について」を承認する旨を告げる。 

 

 

（２）教育長の報告について 

【大塚委員長】教育長に報告を求める。 

【板野教育長】１２月２７日から１月３１日までの、主だった教育委員会行事等について報告。 

   〈質 疑〉 

【安田職務代理】駅伝はよく頑張ったと思う。毎日、新聞等をみていた。世話をされて

いる人の話では、１０年後を見据えているとのことだった。人を育てていくのは大変

であり、また育成しても外へ出ていけば、その後阿波市で走ってくれるかどうか分か

らない。各中学校には陸上部はなく、吉野グラウンドでしか主な活動はしていない。

高校でも陸上部は少ない。環境的にも厳しいと感じた。 

【大塚委員長】順位もどんどん上がってきているが、女子や中高生もレベルが上がって

いけば、もっと成績も伸びていくかと思う。皆さんに関心をもってもらい、協力態勢

を整えていってほしいと思う。 

【大村委員】臨時の先生に頼ってしまっているのが、幼児教育の現状だ。正規の先生を

一人でも二人でも三人でも雇ってほしいとは、ずっと言い続けているが、阿波市の財

政状況も厳しい。公務員の給与も減少しているが、臨時の先生の賃金も下げているの

か。 

【妹尾教育総務課長】下げていない。近隣市を調査して、待遇改善に努めている。 

【大村委員】正規に採用できないのであれば、最低限、賃金を下げるようなことがない

ようにお願いしたい。いったん校門を入れば、正規も臨時も関係ない。また、認定こ

ども園に向けても、今までと違う人事配置や登用を考えてもいいのではないだろうか。 

【藤本教育次長】研修や面談などを行い、職員の資質の向上を図り、今抱えている問題

や課題の把握に努め、園運営に活かしている。幼稚園と保育所職員の年齢構成の違い

もあり難しい面もあるが、幼保の交流も進めていかなければならない。 
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【板野教育長】２５年度と２６年度で準備を進め、平成２７年度からは、市内すべての

幼稚園と保育所を、認定こども園として運営していく考えだ。そのため、子育て支援

課と協議をしながら、今後計画を進めていく。 

【大村委員】１月からは、今までのようなパン給食はないようだが、子どもたちの声は

どうなのか。 

【板野教育長】冷凍のパンを調理したものを提供しているが、味もよく、子どもたちか

ら特に不満はない。米飯のみというのは変化がないので、子どもたちには人気がない

ようだ。 

【大村委員】教育委員会事務局では給食を食べていないようだが、特に問題はないのか。 

【妹尾教育総務課長】合併以前に市場町教育委員会事務局が、給食を知る意味において

給食を食べていたが、義務ではない。給食センターや学校でも、もちろん検食をして

いるので問題はない。 

【藤本教育次長】学校側でも堅いとか柔らかいなどは判断できるが、機動性の面から考

えると、今回のような食中毒のような事例は、検食がどこまで効果的かは判断が難し

い。自校給食の場合は、検食で何か変だということになれば、すぐ給食の提供を止め

ることができるが。 

【板野教育長】今回の対応については、感染の拡大防止を一番に考え、最大限、早い対

応を心掛けたつもりではいる。 

【大塚委員長】「教育長の報告について」を承認する旨を告げる。 

 

 

（３）準要保護の認定について 

【大塚委員長】事務局に説明を求める。 

【増田学校教育課長】平成２４年１２月１日現在と平成２５年１月１日現在の認定状況について、

学校別準・要保護児童生徒数を基に説明。 

〈質 疑〉 

  なし 

【大塚委員長】「準要保護の認定について」を承認する旨を告げる。 

 

 

（４）公文書公開請求について 

（阿波市教育委員会会議規則第１７条により秘密会） 

【大塚委員長】異議申立てのあった公文書公開請求について、阿波市情報公開審査会に諮問するこ

とを承認する旨を告げる。 

 



3 

 

（５）その他について 

【大塚委員長】「その他について」、何かあるか尋ねる。 

【藤本教育次長】体罰に関するアンケートの実施等について説明。 

   〈質 疑〉 

【大戸井委員】アンケートの集計がされたときには、教育委員会の臨時会などを開くの

か。 

【板野教育長】問題にすべきことがあれば、その予定である。 

【藤本教育次長】挙がってきた事実については、細かく調べて対処していく方針でいる。 

【安田職務代理】大津のいじめや今回の体罰の件でも、先生にだけ聴き取りをして、子

どもの話を聞いていなかったということがある。子どもの声に耳を傾け、言うに言え

ないような声まで拾い上げていく努力をしてほしいと思う。 

【大村委員】学校現場だけでなく、社会体育の指導の面でも同様だと思う。 

【安田職務代理】外部コーチなどの在り方も同じだ。あいさつや、試合や練習後の整備

などに、指導の在り方が現れる。 

【大村委員】心と技の両面での成長が大切だ。 

【大塚委員長】結果がすべてで、人格形成がついていっていない、成績至上主義の現状

にも問題がある。 

【藤本教育次長】生活保護費の引き下げによる就学援助費への影響等について説明。 

 

 

【大塚委員長】本日の議事が全て終了したので、閉会する旨を告げる。 

           閉     会 
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上記のとおり相違ないことを証明します。 

 

 

平成２５年１月３１日 

        

 

  委 員 長 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

委       員 

 

 

委       員 

 

 

委       員 

 

 

教   育   長 

 

 

教育総務課課長補佐 


